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明治から大正時代に炭鉱主として繁栄し、大邸宅を造営した藏内家。古くは鎌倉時
代から豊前国を治めた鎮西御家人、宇都宮氏の家臣として下野国から下向した一族
といわれ、戦国時代には宇都宮鎮房の家臣に藏内若狭守の名がある。藏内家は江戸
時代以降、武士の身分を捨て帰農した。旧藏内邸に隣接する貴船神社の燈籠には、享
保6年（1721）上深野村庄屋藏内彌治兵衛、また明和7年（1770）の鳥居（下写真）に
は藏内次郎兵衛、また古文書にも藏内次郎兵衛・藏内伝右衛門、藏内文平、藏内治平
など姓を名乗る庄屋で、地域の有力者であった。

筑豊の炭鉱経営者として、藏内と久良知の名が知られるが、かつて一族は藏内と書
いて「クラチ」と読んだ。しかし明治10年の西南戦争の前、一族の一人が反政府運動に
同調し出奔したため、小倉県の官人だった久良知重敏は一族に罪科が及ぶことを案
じ、久良知（クラチ）の万葉仮名を当て別家を起こした。一方、藏内家はその後「クラウ
チ」と読むようになったという。
久良知重敏（1828～1909）は幼名を治市、のち治郎兵衛（次郎兵衛）、次郎治、重
敏を名乗った。慶応元年に38歳で安武手永、椎田手永の大庄屋を務め、明治維新前
後には豊津藩、豊津県、小倉県に出仕して地租改正などに従事、小倉県では財政再建
に尽力し、明治８年に退官した。小倉県退官後は資産を投じて米穀商に転じたが、明
治16年に長男政市（1848～1888）を田川郡弓削田起行坑区に派遣し炭鉱経営に乗
り出した。そして京都郡の豪商柏木勘八郎、柏木の叔父の井上馨とも接し、貝島太助
を支援するなど筑豊炭鉱の礎を築いた。明治26年には官営製鉄所建設の情報を得
て、門司の大里の陣ヶ尾で鉄鉱石を採掘し、また66歳でシベリア遠洋漁業事業に着手
するなど、優れた起業家であった。
重敏の長男政市は明治21年、40歳で亡くなり、四男の寅次郎（1866～1902）が
跡を継いだ。寅次郎は弓削田村の川宮の起行、小松、そして添田村にも坑区を広げ、明
治31年に衆議院議員に当選したが、明治35年に大阪でコレラに感染し37歳で亡く
なった。
寅次郎の跡は亥一郎が継いだ。寅次郎の従弟、利久蔵は明治３年には築城郡下香
楽村の庄屋で、数理の才能も有り、寅次郎亡き後は炭鉱経営に参画し、伊方、夏吉、伊
方などで坑区をもち、また重敏の出資で新式の浚渫船を発明し製造した。利久蔵の長
男重彦は後藤寺などで坑区を所有し、後に藏内鉱業株式会社の鉱業代理人となった。

藏内次郎作は30代半ば、米相場に失敗し散財すると、先に炭坑に着手していた久
良知政市と甥の保房を頼り筑豊に赴いた。最初に採掘したのは後藤寺村宮床の「崩
レ」炭坑だが、名が悪いので近くの上弓削田村峯路の地名を取り「峰地炭坑」とした。
次郎作と保房は明治23年に金田坑（田川郡）、26年に足立炭坑（企救郡）、そして黒

川坑、京殿坑（遠賀郡）を採掘し、35年には久良知重敏、寅次郎が明治28年頃に開発
していた添田村に進出し、雷（いかづち）で採掘した。添田でも評判の良い後藤寺の峰
地炭坑の名称を使い「第二峰地一坑」とした。さらに添田村岩瀬の峰地二坑、大任炭
坑、大峰炭坑と添田村一帯で規模を拡大していった。また一族では藏内熊槌が庄内や
水巻で採掘した。
藏内、久良知一族は重敏を筆頭に、次郎作、保房をはじめ一族共同で炭鉱事業を発
展させ、明治40年代から大正時代にかけて急激に成長していった。明治23年、保房は
政市の長女ユキ（のち千鶴子）と結婚し、25年に長男次郎兵衛、翌年二男の正次が生
まれた。

旧藏内邸と同時に整備された周囲の施設とその配置にはストーリーがあり、藏内保
房の想いが込められている。城井川のせせらぎを背に田園風景を臨み、県道前の「藏
内次郎兵衛六世之孫　藏内保房」と刻まれた大鳥居をくぐり、まっすぐな長い参道を
進み、産土神の貴船神社に至るアプロ―チ。そして隣接して造営された生活と接客空
間の大邸宅が広がる。さらに延長線上の丘陵の一角に藏内、久良知家の墓所と一族を
顕彰する三子銅像広場があり、村を一望するように三人の銅像が立つ。
銅像は戦争で金属供出され失われたが、壮大な規模の石垣に銅像台座とレリーフ

や陶製の銘文、鬼面や雷文の意匠が施された壁面など個性的空間が残されている。
銅像の配置は保房が一族を顕彰する想いで、中央は一族を代表する保房の妻の祖
父である久良知重敏、向かって左は育ての親の藏内次郎作、右は妻の父、重敏の長男
の久良知政市である。そして台座レリーフには筑豊炭坑の竪坑櫓や煙突、積出港の風
景に採掘のツルハシとカンテラを持った神像が、別のレリーフはここ深野村の農村風
景に稲穂と鎌を持った神像が描かれる。入口正面には三人の事績と讃えた碑文が埋
め込まれる。これらから藏内氏の出自である農と故郷、そして生業の炭鉱への感謝の
想いが伝わってくる。三子銅像碑文と大鳥居とも大正８年５月の銘がある。
銅像の作者はこれまで鎮西公園（田川市）の藏内次郎作銅像が朝倉文夫作と判明

していたため、この三子銅像も朝倉文夫と推定されていたが明確な根拠はなかった。
しかし近年の調査で、『帝国絵画新報』（大正8年10月）に、朝蔭其明（1885～1949）
が藏内次郎作の銅像製作に取りかかるとの記事があり、その可能性が高いことが分
かった。しかし銅像本体の写真がまだ未発見のため確定はできてない。

藏内次郎作（祖父）

旧藏内邸遠景（正面下の鳥居から神社と邸宅・奥が銅像広場）

旧藏内邸遠景

三人の銅像台座

藏内次郎作銅像台座とレリーフ 久良知重敏銅像台座とレリーフ 久良知政一銅像台座とレリーフ

邸宅進入路を兼ねた神社参道の石橋

銅像広場全景（最上段に３人の銅像が並ぶ）

銅像広場正面中央の銘文（磁器の文字を嵌め込む）

藏内保房（父）

藏内正次（次男）

藏内・久良知家系略図

貴船神社鳥居（明和7年）藏内次郎兵衛寄進

藏内次郎兵衛（長男）

このリーフレットは築城飛行場関連再編関連特別事業で制作しました。

炭鉱王　藏内家の歴史
国指定名勝　旧藏内邸をもっと知ろう！
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久良知家の人々、そして藏内一族

藏内家、久良知家の炭鉱経営　

藏内家の歴史

旧藏内邸のもうひとつの見どころ、三子銅像広場




